
学区の変遷

１．1987年(昭和62年)4月に大谷台町内会を発足し，1988年度(昭和63年度）までの2年間
幕山学区に編入。

２．1989年(平成元年)3月末に幕山学区から分離，4月大谷台学区を発足した。
地形上，虹ヶ丘町内会の一部 (幕山台5丁目) を大谷台学区に編入。 
大谷台地区の旧来からの《大谷町内会》は自動的に大谷台学区に編入。

３．1989年度(平成元年度)は，2町内会(さつきヶ丘・もみじヶ丘)で学区活動。
もみじヶ丘町内会の一部 (1丁目・3丁目) の入居者が少ないため，1年間入居者を待つ。
最終的に3町内会発足目標とする。

４．1990年度(平成2年度)に，町内会確立 (2⇒3町内会)。
上記3項を満たし，もみじヶ丘町内会から《つつじヶ丘町内会》を分離発足する。

※大谷台学区3町内会の名前の由来
大谷台学区発足準備段階で町内会の名前を募集 (大谷台学区編成地区住民全世帯対象)。
学区発足準備委員会の提示名 (もみじヶ丘・さつきヶ丘・つつじヶ丘) と一般募集。
募集結果，提示名に決定(提示名が52％支持のため)。
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